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１．はじめに 

超高齢社会を迎え、老後の不安が高まっている。特に２０２５年問題（注１）が深刻で

あると言われる首都圏のベッドタウンである茅ヶ崎市では、市としての対策が急がれている。 

環境厚生常任委員会では、平成２７、２８年度の２年間にわたり、超高齢社会を見据え、

誰でも等しく良質かつ適切な保健・医療・福祉サービスを受けられる体制の整備「地域包括

ケアシステム」（注２）をテーマに調査研究活動を重ねてきた。 

国民の６０％以上が終末期の療養場所として希望している自宅でのケアを軸として、住

み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるようにするには、「住まい」・「医療」・「介護」・

「介護予防」・「生活支援」が一体的に提供される必要がある。今まで、病院に強く依存して

いたケアの体制から、在宅で受けられる医療と介護が連携した新しいケア体制（在宅医療介

護連携推進事業）提供への変革が求められている。これらの諸課題に対応するためには、三

師会（医師会、歯科医師会、薬剤師会）をはじめ各専門団体（注３）との連携を図りながら

協議を重ね、切れ目のない在宅医療と介護連携の課題の抽出や、医療・介護関係者への研修、

地域住民への周知、啓発活動などを行うことが重要であることから、今回の政策提言テーマ

は、地域包括ケアシステム「住み慣れた地域で暮らし続けるために」とすることに決定した。 

 

（注１）２０２５年問題・・・団塊の世代が２０２５年頃までに後期高齢者（７５歳以

上）に達する事により、介護・医療費等社会保障費の急増が懸念される問題 

（注２）地域包括ケアシステム・・・厚生労働省は、高齢者が人生の最期まで住み慣れ

た地域で自分らしい暮らしを続けるために必要な支援体制を、２０２５年までに

整える事を目指している。このシステムを「地域包括ケアシステム」と呼ぶ。 

（注３）各専門団体・・・保健師、看護師、社会福祉士、ケアマネージャー、栄養士、リ

ハビリ士などの団体を指す。 
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２．調査研究の経過 

本委員会では、「地域包括ケアシステム」をテーマにし、政策提言に向け、勉強会、意見

交換会、政策討議や先進的行政へ視察活動など、次のように調査研究活動に取り組んできた。 

 

日付 活動 内容 

平成 27 年 

6 月 22 日 

環境厚生常任委員会 

（委員間での政策討議） 

調査・研究のテーマを「地域包括ケアシステム」に決定 

9 月 15 日 環境厚生常任委員研究会 テーマ：地域包括ケアシステムについて 

10 月 14 日 北海道登別市を行政視察 視察項目：ふれあい・いきいきサロン推進事業について 

10 月 15 日 北海道室蘭市を行政視察 視察項目：高齢者の地域での見守り体制・支援体制の構

築について 

10 月 15 日 北海道伊達市を行政視察 視察項目：伊達版安心ハウスの取り組みについて 

10 月 16 日 北海道函館市を行政視察 視察項目：地域ケア会議の取り組みについて 

11 月 5 日 議会報告会・意見交換会 テーマ：地域包括ケアシステムについて 

12 月 4 日 環境厚生常任委員研究会 テーマ：茅ヶ崎における地域包括ケアシステムの現状に

ついて 

平成 28 年 

3 月 10 日 

環境厚生常任委員研究会 テーマ：茅ヶ崎における地域包括ケアシステムの現状に

ついて 

（１）在宅生活を支える医療を含む取組及び支援体制に

ついて 

5 月 15 日 議会報告会・意見交換会 テーマ：地域包括ケアシステムについて～豊かな老いを

迎えるために（医療・福祉・介護）～ 

9 月 26 日 環境厚生常任委員研究会 テーマ：地域医療構想における現状と課題について 

10 月 11 日 山口県宇部市を行政視察 視察項目：障害者就労ワークステーションについて 

10 月 12 日 広島県廿日市市を行政視察 視察項目：地域医療構想（ビジョン）について 

10 月 13 日 岡山県倉敷市を行政視察 視察項目：（１）介護予防・日常生活支援総合事業につ

いて 

（２）地域包括ケア病棟について 
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日付 活動 内容 

11 月 15 日 議会報告会・意見交換会 テーマ：地域包括ケアシステムについて～住み慣れた地

域で暮らし続けるために～ 

12 月 7 日 環境厚生常任委員勉強会 政策提言に向けての委員間討議 

12 月 9 日 環境厚生常任委員勉強会 政策提言に向けての委員間討議 

12 月 14 日 環境厚生常任委員勉強会 政策提言に向けての委員間討議 

平成 29 年 

1 月 5 日 

環境厚生常任委員勉強会 政策提言に向けての委員間討議 

1 月 23 日 環境厚生常任委員勉強会 政策提言に向けての委員間討議 

1 月 27 日 環境厚生常任委員勉強会 政策提言に向けての委員間討議 

2 月 3 日 環境厚生常任委員会 素案について委員間討議・決定 

2 月 15 日 全員協議会 全議員へ政策提言（素案）の説明及び意見交換 

2 月 15 日 議長報告 政策提言を議長へ報告 

 

３．調査研究のまとめ 

地域包括ケアシステムの長期ビジョンに対する先進行政の取組の一例として、廿日市市の

ように「医師、歯科医師会、薬剤師会」の三師会に、福祉士会、介護支援専門員連絡協議会、

リハビリ士会、栄養士会、看護協会を加えた８つの専門団体が多角的に連携し、地域活動に

取り組んでいる点は重要である。 

また、函館市の地域包括ケアシステムは、高齢化が進行する中、地域で自立した生活を営

めるよう、医療、介護、介護予防、住まい、生活支援サービスが切れ目なく提供される「地

域包括ケアシステム」の実現に向けた取組であり、地域の支援者を含めた多職種・多機関に

よる多角的視点から検討を行い、介護保険法で制度的に位置づけられていることを的確に行

うため、行政、民間事業者、市民参加の「地域ケア会議」（注４）として運用されている。
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倉敷市立児島市民病院では、高齢者の地域生活を支えるための地域包括ケア病棟（注５）

が設置されていた。 

登別市では、市社会福祉協議会が中心となり、地域で高齢者が気軽に集える「サロン」活

動が活発な地域もあり、介護保険事業以外の地域で支える体制充実を図っていた。 

茅ヶ崎市においても、三師会による連携構築の努力がされ、医療、介護関係者への研修が

行われているが、医師、歯科医師、薬剤師の役割は極めて重要であり、問題解決を図るため

に、さらに多職種連携や地域ケア会議の実効性が求められている。 

調査研究活動に取り組む中で、地域包括ケアシステムを構築し、「住み慣れた地域で暮ら

し続けるために」というテーマを実現するには、三師会の協力の他、関係団体との連携が必

要不可欠である事が明白になった。 

 

（注４）地域ケア会議・・・平成１８年の厚生労働省の通知により、各市町村で取り組まれ

るようになった会議で、高齢者個人に対する支援の充実と、それを支える社会基盤の整

備を同時に進めていく、地域包括ケアシステムの実現に向けた手法のひとつ 

（注５）地域包括ケア病棟・・・急性期治療を経過した患者及び在宅において療養を行って

いる患者の受入並びに患者の在宅復帰支援を行う機能を有し、地域包括ケアシステムを

支える役割を有する病棟
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４．政策提言 

地域包括ケアシステム「住み慣れた地域で暮らし続けるために」 

(１)地域で受けられる医療・介護が充実する体制をつくる。 

疾病・障害を抱えても、自宅等の住み慣れた生活の場で自分らしい生活が続けられるた

めには、三師会との連携を強めるとともに、看護師、ケアマネージャー、介護職員、民生

委員、地域包括支援センター職員など、職種の違いを越えた意見交換や研修を進める。加

えて、介護・看護職等の人材確保・育成を図る。 

また、高齢者個人の支援の充実と、それを支える社会基盤の整備を同時に進める「地域

ケア会議」を地域別や個人別に開き、きめ細かく対応する。 

日常の健康管理や治療を行う「かかりつけ医」と専門的な検査や治療が必要になったと

きに紹介でかかる「地域医療支援病院」（注６）との役割の違いを市民に周知、徹底する。

また、「地域医療支援病院」での治療が終了したあとのケア体制（病診連携）を確立させ

る。 

湘南東部医療圏域内に「地域包括ケア病棟」の設置の検討を行い、加えて、災害時医療

体制の整備促進を図る。 

(２)生活支援サービスの充実と高齢者の社会参加推進を図る。 

在宅生活を継続するための日常的な生活支援（配食、見守り等）を必要とする方々の増

加が見込まれる。さらに、認知症の方々に対する対策も急がれる。 

従って、行政サービスのみならず、ＮＰＯ・ボランティア・民間企業等多様な事業主体

による重層的な支援体制を構築することが求められるが、同時に高齢者の社会参加を推進

することを通じて、元気な高齢者が、支援の担い手として活躍するなど、高齢者が社会的

役割を持つことで、生きがいや介護予防に繋げる取組を行い、全ての世代が共生できる地

域社会（＝コンソーシアム）の実現を図る。
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（注６）地域医療支援病院・・・救急医療や「かかりつけ医」から紹介された特殊な治

療が必要な患者の診断・治療を行い、病状が安定したら「かかりつけ医」での診療

を継続できるように対応する病院。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%95%91%E6%80%A5%E5%8C%BB%E7%99%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%8B%E3%81%8B%E3%82%8A%E3%81%A4%E3%81%91%E5%8C%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%81%8B%E3%81%8B%E3%82%8A%E3%81%A4%E3%81%91%E5%8C%BB

